
国
》
曇

鴬一
需鰯
霧

ご
常
艦
濡

舞
籍
措
制
謝
勝
弘
☆
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

週
日
（
日
）
ま
で
、
時
Ｉ
ｒ
時
県
立
「
冬
物
語
一

凝
礁
館
叩
撫
開
紙
大
高
生
溝
Ⅱ
海
悲
報
換
価
周
一
（
織
諏

日
本
の
代
表
的
な
現
代
美
術
０
門
高
校
化
２
５
０
０
円

家
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
粥
一
人
「
冬
物
語
」
は
「
テ
ン
ペ

者
で
あ
る
山
口
勝
弘
の
環
境
的
卜
」
と
並
ぶ
シ
ェ
ィ
ク
ス
ピ

な
ピ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
晩
年
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ

ン
の
新
作
を
鵬
示
し
、
新
し
い
い
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は

芸
術
の
姿
を
紹
介
す
る
。
「
銀
め
作
品
の
構
想
を
、
何
年
代

河
腫
圃
」
ｌ
そ
れ
は
、
彼
が
虚
（
‐
卜
・
グ
リ
‐
ン
の
。

と
し
て
創
造
し
た
、
先
端
的
な

映
像
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
、

宇
市
感
覚
の
「
人
花
自
然
庭
園
」

で
あ
る
。
新
た
な
自
然
系
、
「
第

二
の
自
然
」
と
し
て
立
ち
現
れ

た
テ
ク
ノ
Ｆ
ジ
ー
と
の
創
造
的

な
交
感
、
又
、
そ
れ
ら
を
通
し

て
自
然
や
宇
宙
と
触
れ
合
う
人

間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
早

く
か
ら
〃
イ
マ
ジ
ナ
リ
ュ
ウ
ム
〃

の
構
想
と
し
て
発
表
さ
れ
、
帥

年
代
の
彼
の
「
未
来
庭
園
」
シ

リ
ー
ズ
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な

っ
た
。
今
回
は
そ
の
試
み
を
大

胆
に
具
体
化
さ
せ
た
も
の
で
、

実
験
的
な
音
と
映
像
に
よ
り
、

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〃
銀
河
庭

園
″
の
世
界
を
心
ゆ
く
ま
で
味

ＬＨ目２

魚
山口勝弘

庭クトエ
園スロレ
師のニク

、。新
人彼弓し
のが銀い

吉田日出子( 左) と
串田和美

☆
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

「
冬
物
語
一

５
Ⅱ
（
金
）
肥
昨
今
半
６
日
（
土
）
皿
時

半
ヒ
ッ
コ
ロ
ン
ァ
タ
１
一
般
３
５
０

０
門
高
校
化
２
５
０
０
円

「
冬
物
語
」
は
「
テ
ン
ペ
ス

ト
」
と
並
ぶ
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

晩
年
の
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
て

い
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
こ

め
作
品
の
構
想
を
、
何
年
代
の

ロ
ｆ
ハ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
め
ロ
マ

ン
ス
物
語
「
ハ
ン
ド
ス
ト
」
か

ら
借
り
て
、
い
く
つ
か
の
改
変

を
加
え
、
結
末
を
完
全
に
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
憎
悪
と
愛
、
罪
と
許

し
、
別
離
と
再
会
、
死
と
再
生
、

煩
を
見
な
い
豪
華
版
。
「
踊
る
」

と
い
う
以
上
に
「
音
楽
を
見

せ
、
楽
し
ま
せ
る
」
を
意
図
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
二
重
唱
、
ダ
ン
シ
ン

グ
、
昔
の
な
つ
か
し
い
童
謡
、

ジ
ャ
ズ
と
実
に
多
彩
で
あ
り
、

出
演
背
た
ち
の
力
赴
が
発
揮
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

☆
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ヅ
ク
リ
サ
イ
タ

ル
・
演
崎
加
代
子
「
椿
姫
」

郵
日
（
火
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

３
０
０
０
門
（
自
由
席
）

関
西
二
期
会
会
員
で
、
各
種

オ
ペ
ラ
、
減
奏
会
で
好
評
を
博

し
、
現
在
、
オ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

み
こ
ん
で
い
る
。
滅
劇
集
団

「
円
」
が
、
こ
の
傑
作
悲
喜
劇

に
、
仲
谷
外
の
老
羊
飼
い
、
橋

爪
功
の
シ
チ
リ
ア
王
レ
オ
ン
テ

ィ
ー
ズ
、
高
林
由
紀
子
の
王
妃

ハ
ー
マ
ィ
ォ
ニ
、
有
馬
昌
彦
の

家
臣
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ナ
ス
ほ
か
の

最
高
配
役
で
取
り
組
む
。

橋爪功仲谷昇
豊ると間局自にい冬
か体あと面然人うと
に験らあ、の生よ春
包をゆり人両やうと

☆
オ
ン
シ
ス
タ
ー
自
由
劇
場
公

演「
ド
タ
靴
は
い
た
青
空
ブ
ギ
ー
」

９
口
（
火
）
肥
踏
半
神
一
尋
花
中
ホ
ー

ル
一
階
４
０
０
０
円
一
《
階
３
５
０
０

代
子
の
神
戸
で
の
初
の
リ
サ
イ

タ
ル
。ジ

ユ
ゼ
ッ
ペ
・
ヴ
エ
ル
デ
イ

作
曲
の
有
名
な
歌
曲
「
椿
姫
」

を
、
一
般
の
人
に
も
わ
か
り
や

す
く
、
リ
サ
イ
タ
ル
用
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
。
主
役
ヴ
ィ
オ

レ
ッ
タ
に
演
崎
加
代
子
の
他
、

ア
ル
フ
レ
ー
ド
に
日
高
好
一
、

東
京
、
六
本
木
に
あ
る
小
劇

場
〃
自
由
劇
場
″
が
オ
ー
ノ
ン

し
て
別
間
年
を
迎
え
る
。
そ
の

記
念
シ
リ
ー
ズ
の
躍
後
の
公
演

鋼
★
伊
藤
叔
十
木
村
俊
光
十
林
光

ダ
ン
シ
ン
グ

２
Ｈ
（
火
）
廻
時
鮎
民
小
劇
場
指
定

席
・
当
ｎ
自
由
席
３
０
０
０
円
周
校
生

以
下
自
由
席
１
５
０
０
円

に・出げシズ水火もた脚アこ’か
よ主和てスの人好描時民メのＬ万司
る演美いタリたきき代がり癖ド
スの・る｜ズち ｰ なを司力台肖タ
テゴ減 ･ 自ムをとが、鬼「 1 J は川靴
｜｜出斎由に、変’. ，ア畜領、’１は
ジル、藤劇のス碗、メ典ド戦出い
･ デ古憐場せイし司り米の後ｒ ･ た
ン田・風でンてアカーＭ讃。青
卜Ｈ作に、グきメのと本１，主空
リ出、仕オジたり側言でな演ブ
オ子串ヒンャ’１ヵ面っ、いのギ

演崎加代子
積ＥＫデァ
崎代○イラ
加表Ｂ ･ ・

林光
とちジスグ
他よI まﾃ 〃
にっ、Ｉの

お
話
と
ピ
ア
ノ
・
ソ
ロ
を
ま

じ
え
て
の
、
３
人
の
ト
ッ
プ
ア

ー
チ
ス
ト
に
よ
る
〃
写
″
ン
シ
ン

勺画E …同一釦鮎留季

虹 １
１４２
１

篭鋼

：蝋
画
趣

蝋

冒
宙
冒
呈
宮
居
三

L土
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「
泥
棒
と
オ
ー
ル
ド
・
ミ
ス
」
れ
は
こ
れ
は
物
語
」

配
日
（
金
）
岨
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
加
日
（
土
）
叫
時
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
ル
４
０
０
０
円
ｌ
子
供
１
８
０
０
円
大
人
２
３
０

☆
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
タ
ベ
ミ
シ
ェ
０
円
親
子
３
５
０
０
円

灘
燕
柵
嘆
く
畿
高
雲
霞

５
日
（
金
）
四
時
神
戸
教
会
１
０
☆
浪
曲
大
会
・
京
山
幸
枝
若
他

０
０
円
ｎ
口
（
木
）
、
時
血
時
神
戸
文
化

★
石
川
憲
弘
・
大
友
竹
邦
ジ
ョ
イ
ン
ト
大
ホ
ー
ル
前
売
１
５
０
０
円
当
日

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
０
円

唾
覗
吟
以
呼
咽
時
半
県
民
小
劇
場
し
嘩
哩
函
壁
画
〃
舞
踊

《
闘
一
〈
映
画
発
冒
目
昌
男
目
菖
冒

★
市
民
映
画
劇
場
「
彼
岸
花
」
４
日
（
木
）
四
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
２

虹
日
（
木
）
哩
日
（
金
）
咽
時
半
超
５
０
０
円

遷
嶋
’
蕊
＃
‐
”
感
・
”

宮
年
《
棚
一
演
劇
群
議
騨
函
廊
塑
／
３
１
狸
／
９

☆
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
岡
菱
実
滞
欧
作
品
展
理
／
、
ｌ
⑫
／
お

塑
日
（
水
）
哩
時
半
国
際
会
館
Ｓ
迎
春
用
木
彫
展
狸
／
、
、
Ｉ
狸
／
銅

Ｓ
２
０
０
０
円
Ｓ
１
７
０
０
円
Ａ
有
名
巨
匠
巧
芸
両
展
哩
／
郡
ｌ
狸
／
狐

１
４
０
０
円
Ｂ
１
０
０
０
円
☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

★
劇
団
風
の
子
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
「
こ
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
展

の
交
響
曲
第
９
番
二
短
調
（
合

唱
付
）
の
他
、
同
じ
く
べ
ｌ
ト

ー
ベ
ン
の
序
曲
「
コ
リ
オ
ラ

、
〆
」

Ⅲ
界
を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
使
命
感
に
燃
え
る

ハ
ワ
ー
ド
の
前
に
不
可
能
と
い

う
文
字
は
な
い
Ⅵ

ジ
ェ
ル
モ
ン
に
井
上
敏
典
、
ア

ン
ニ
ー
ナ
に
大
垣
和
永
、
医
者

に
松
位
浩
。

☆
大
阪
フ
ィ
ー
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
「
第
九
」

狸
日
（
日
）
的
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

４
０
０
０
円

指
揮
に
尾
高
忠
明
を
迎
え
て

の
大
フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、

今
年
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
に
カ
ロ

ー
ラ
・
ノ
セ
ク
、
ア
ル
ト
に
ハ

イ
デ
イ
・
リ
ー
ス
、
テ
ノ
ー
ル

に
シ
ュ
テ
フ
ア
ン
“
シ
ユ
ピ
ー

ウ
ォ
ク
、
パ
ス
に
ユ
ル
ゲ
ン
。

☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ｉ
の
夕
べ

即
日
（
土
）
ぬ
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
３
５
０
０
画
】
Ｂ
３
０
０
０

（
全
席
指
定
）

★
・
霊
﹈
接
園
瞬
ご
陸
ｚ
ａ
固
弓
目
切
目
﹇
‐

ぐ
沙
岸

５
日
（
金
）
６
日
（
土
）
刀
時
半
国

際
会
館
２
０
０
０
円

☆
第
九
の
夕
べ

８
口
（
月
）
廻
時
国
際
会
館
Ｓ
４

０
０
０
円
Ａ
３
５
０
０
円
Ｂ
３
３

０
０
両
Ⅳ

☆
田
中
敬
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

６
日
（
土
）
塑
時
半
市
立
生
田
文
化

会
館
２
Ｆ
大
ホ
ー
ル
－
５
０
０
円

☆
テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
演
棄
会

５
日
（
金
）
皿
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
整
理
券

☆
圭
屋
ヰ
座
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
パ
ラ

ダ
イ
ス
オ
プ
ギ
ン
ザ
」

四
日
（
木
）
１
鋤
日
（
土
）
廻
時
亜
分

幻
日
（
日
）
週
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円

★
ベ
ガ
・
オ
ル
ガ
ン
音
楽
祭

２
日
（
火
）
皿
日
（
日
）
頚
時
宝
塚

ベ
ガ
ホ
ー
ル

★
神
戸
芸
術
協
会
第
２
回
オ
ペ
ラ
公
演

国
音

楽

ク
ラ
イ
ァ
ー
で
、
合
唱
に
創
価

学
会
関
西
男
性
合
唱
団
と
あ
け

ぼ
の
合
唱
団
と
い
う
異
色
の
取

り
合
わ
せ
で
行
わ
れ
る

１
１４３
１

まさに人間ワザとは思
えない旨険の数々･ ／

尾高忠明
ﾐ ﾄ べ ﾑ ダ ﾌ
′’ｌはラロ

震
：

☆
ス
ー
パ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ハ
ワ
ー
ド
・
ザ
・
ダ
ッ
ク

０
円
）
学
生
１
０
０
０
円
（
大
・
高
生
１

３
０
０
円
巾
学
１
２
０
０
円
）

ア
メ
リ
カ
の
人
気
漫
画
「
ハ

ワ
ー
ド
・
ザ
・
ダ
ッ
ク
」
を
も

と
に
、
カ
ッ
ッ
と
ハ
イ
ク
、
ル

ー
カ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
旭
年
間
構
想
を
練
り
続
け

体
長
調
イ
ン
チ
の
ニ
ュ
ー
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
。

縮遊音薄☆正草第第★作六☆関グ福Ａ☆サ☆兵明

腰嬢譜憩量隠騨鯛嬢惹簾
木腰るギ同ベルにＩやル築舟鰹ルおり齢協
村梢ヤ人の一卜山ミ間小市くＩ者会
玉嬢了蔦蕊羊簾鋤暑：亨鼎貴舟

１２卿１２１２１１１１２艇１２１２術１２ラユ２コヤ１２ツ１２１２浬ヤ１２のジ１２作１２展１２
／堀／／／／／／鵬／リ／ンラ／グ／／／ラ／展エ／品／／
２６展１３６２９１６８２２１５クリ２６二１９１２５リ１０１９展１２５
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１１２１２１２１２１２１２１２１２ル１２１１２１２１２１２１２１２１２
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３２５１２５２５１０６７１０賞３０腰２４１７１０２５２６１７１０

普
通
で
は
な
い
セ
ン
ス
の
持

ち
主
、
ハ
ワ
ー
ド
の
奮
闘
を
お

見
逃
Ｌ
な
く
。

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
、
神
戸
っ
子
「
松
竹
」
係
へ
。

鍵
酋宝孟吃山斡唖哩卸令劃宰制観麺
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ブ
レ
ツ
ソ
ン
の
『
ラ
ル
ジ
ヤ
ン
』

曇
っ
た
冬
空
を
思
わ
せ
る
映
画

淀
川
長
治

ロ
ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
監
督
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
ス
リ
」

四
○
〆
勺
○
○
属
国
目
（
一
九
五
九
）
を
見
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
封
切
か
ら
二
十
六
年
も
た
っ
た
の
に

そ
れ
を
昨
日
見
た
と
い
う
感
じ
。
一
時
間
十
四
分
の
モ
ノ
ク
ロ
作

品
な
の
に
、
あ
た
ま
の
な
か
で
は
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
あ
ざ
や
か
な
る

や

代
表
的
名
作
と
し
て
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。
ス
ル
こ
と
が
病
み
つ
き

け
い
姪
ぎ
ょ
う
ざ

と
な
っ
た
青
年
が
競
馬
の
競
技
場
で
自
分
の
目
の
前
の
婦
人
の
手

や

さ
げ
か
ば
ん
か
ら
金
を
盗
む
と
こ
ろ
の
こ
わ
さ
が
今
も
目
に
焼
き

つ
い
て
い
る
。
映
画
は
小
説
や
舞
台
劇
と
ち
が
っ
て
キ
ャ
メ
ラ
を

婦
人
に
ち
か
ず
け
て
婦
人
と
そ
の
う
し
ろ
の
青
年
を
画
面
い
つ
ぱ

、
、
、

い
に
見
せ
る
。
競
技
見
物
に
夢
中
の
中
年
婦
人
の
顔
と
今
し
も
盗

み
に
と
り
か
か
る
青
年
の
顔
。
つ
ぎ
の
カ
ッ
ト
で
青
年
の
片
手
の

上
唇

か
ね

指
三
本
が
婦
人
の
肩
か
ら
吊
げ
て
い
る
か
ば
ん
の
ふ
た
の
金
ど
め

を
ひ
ら
く
。
指
が
か
ば
ん
の
中
に
這
入
る
。
つ
ぎ
の
カ
ッ
ト
で
再

び
正
面
か
ら
と
ら
え
た
婦
人
の
何
も
知
ら
ぬ
顔
と
そ
の
婦
人
の
う

し
ろ
に
ぴ
た
り
と
く
っ
つ
い
た
青
年
の
こ
わ
い
顔
。
こ
れ
を
同
時

に
見
せ
る
。
つ
い
に
青
年
は
婦
人
の
か
ば
ん
か
ら
金
を
と
っ
た
。

ま
だ
そ
れ
に
気
ず
か
い
婦
人
。
こ
の
ふ
た
り
の
顔
を
私
た
ち
（
観

客
）
は
正
面
か
ら
ひ
と
つ
の
シ
ー
ン
の
中
に
見
る
。
自
分
が
盗
ま

せ
ま

れ
て
い
る
ご
と
き
こ
わ
さ
が
迫
る
。
ブ
レ
ッ
ソ
ン
は
こ
の
ス
リ
青

年
の
苦
し
み
を
描
い
て
、
映
画
が
人
間
の
業
（
ご
お
）
を
か
く
ま

で
も
フ
ロ
イ
ト
的
に
え
ぐ
り
だ
す
か
を
、
そ
れ
を
映
画
美
術
を
も

っ
て
、
ブ
レ
ッ
ソ
ン
は
、
お
ど
ろ
か
せ
、
こ
わ
が
ら
せ
た
。

逼
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
試
写
室

１
１４４
１

こ
の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
は
二
年
に
一
本
、
三
年
に
一
本
。
こ
の
よ
う

な
作
り
方
を
す
る
監
督
で
あ
る
。
そ
し
て
「
た
ぶ
ん
悪
魔
が
」

（
日
本
未
封
切
の
一
九
七
七
年
作
）
か
ら
な
ん
と
六
年
ぶ
り
に

「
ラ
ル
ジ
ャ
ン
」
局
シ
”
○
画
ｚ
目
（
一
九
八
三
）
を
発
表
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
映
画
社
の
手
で
輸
入
さ
れ
こ
と
し
の
年

末
に
封
切
と
い
う
ブ
レ
ッ
ソ
ン
・
フ
ァ
ン
に
は
こ
う
ふ
ん
が
訪
れ

た
。
「
田
舎
司
祭
の
日
記
」
「
抵
抗
」
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
裁
判
」

「
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
ど
こ
へ
行
く
」
「
少
女
ム
シ
ェ
ッ
ト
」
「
や
さ
し

い
女
」
「
白
夜
」
な
ど
の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
映
画
が
日
本
で
は
公
開
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ど
れ
も
が
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
を
思
わ
せ

し

る
静
け
さ
の
な
か
に
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
映
画
詩
が
う
た
わ
れ
て
き
た

×

か
ね

「
ラ
ル
ジ
ャ
ン
」
（
金
）
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
一
九
一
一
年
の
遺

稿
と
し
て
公
表
さ
れ
た
中
篇
小
説
『
に
せ
が
ね
』
か
ら
ブ
レ
ッ
ソ

ン
が
脚
色
し
台
詞
も
書
き
監
督
し
た
一
時
間
二
十
五
分
の
フ
ラ

ン
ス
と
ス
イ
ス
の
製
作
の
こ
れ
は
カ
ラ
ー
映
画
で
あ
る
。
は
な
し

よ
盤
ん

は
現
代
の
。
ハ
リ
に
な
っ
て
お
り
、
高
校
生
が
父
に
小
使
い
を
余
分

に
せ
が
ん
だ
と
こ
ろ
父
に
こ
と
わ
ら
れ
、
借
金
が
返
せ
な
く
な
っ

て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
相
談
す
る
。
そ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
一
枚
の

に
せ
札
を
持
っ
て
い
た
。
五
○
○
フ
ラ
ン
の
に
せ
札
だ
。
二
人
で

そ
れ
を
も
っ
て
写
真
店
で
安
い
が
く
ぶ
ち
を
買
い
、
ま
ん
ま
と
ツ

リ
銭
を
取
っ
た
。
店
主
は
そ
の
に
せ
札
を
、
に
せ
札
と
発
見
し
な

が
ら
、
だ
ま
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
配
達
人
イ
ヴ
オ
ン
（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

〈
映
岡
評
論
家
）

潔鍵悪ぞ浄
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・
パ
テ
ィ
）
の
ガ
ソ
リ
ン
の
集
金
に
は
ら
っ
て
し
ま
う
。
な
に
も

知
ら
ぬ
イ
ヴ
オ
ン
は
昼
食
代
を
そ
の
札
で
は
ら
っ
た
が
、
に
せ
札

と
わ
か
り
警
察
に
通
告
さ
れ
る
。
こ
の
イ
ヴ
ィ
ン
に
は
幼
い
娘
と

妻
が
い
る
。
裁
判
と
な
っ
て
イ
ヴ
オ
ン
は
有
罪
と
な
る
。
最
初
に

に
せ
札
を
使
っ
た
少
年
、
そ
の
少
年
の
顔
を
お
ぼ
え
て
い
る
写
真

店
の
主
人
の
妻
。
映
画
は
一
枚
の
に
せ
札
が
、
そ
れ
を
使
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
た
ち
を
、
復
讐
と
怒
り
と
悲
し
み
を

も
加
え
た
大
き
な
罪
へ
と
ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
き

な
罪
と
同
じ
だ
け
の
こ
わ
い
大
き
な
悲
劇
を
生
ん
で
ゆ
く
。

×

高
校
生
が
に
せ
札
を
使
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
こ
の
映
画
が

殺
人
と
い
う
よ
う
な
悲
劇
へ
と
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
こ
わ
さ
を
プ
レ

い
し
き

ツ
ソ
ン
は
叫
声
を
あ
げ
て
作
っ
て
は
い
な
い
。
問
題
は
罪
の
意
識

を
知
ら
ぬ
高
校
生
を
見
つ
め
て
い
る
こ
の
映
画
の
こ
わ
さ
で
あ
っ

し
ず

た
。
そ
れ
を
無
一
一
一
一
口
に
ち
か
い
静
け
さ
で
見
つ
め
て
い
る
ブ
レ
ッ
ソ

ン
の
目
の
す
る
ど
さ
が
、
叫
声
を
あ
げ
て
こ
の
少
年
そ
し
て
こ
れ

か
ん
念
や
く

ら
の
大
人
の
罪
を
た
だ
す
の
で
は
な
く
観
客
の
目
と
心
に
そ
の
罪

ひ
ら

の
底
知
れ
ぬ
深
さ
を
無
言
の
鞭
と
も
い
え
る
き
び
し
さ
で
示
す
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
映
画
は
む
し
ろ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
近
い
。

式
も

人
間
が
自
分
ひ
と
り
を
守
る
が
た
め
に
他
人
に
犯
す
罪
が
、
や
が

て
一
人
の
人
間
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
ま
で
に
残
酷
に
追
い
つ
め
て

ゆ
く
人
間
悲
劇
。
日
本
映
画
が
、
か
り
に
か
か
る
人
間
悲
劇
を
描

く
と
す
る
と
、
そ
れ
は
も
う
暗
く
苦
し
く
悲
し
く
映
画
館
に
は
い

っ
て
苦
し
ん
で
く
る
だ
け
の
シ
ン
コ
ク
映
画
に
し
か
ね
ぬ
が
フ
ラ

ン
ス
の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
は
こ
の
「
ラ
ル
ジ
ャ
ン
」
を
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ

匙

で
も
聴
く
よ
う
な
画
面
の
美
し
さ
の
な
か
で
、
見
た
あ
と
は
じ
め

て
「
罪
と
罰
」
を
読
み
終
っ
た
か
の
よ
う
な
、
人
間
の
弱
さ
を
、

人
間
の
こ
わ
さ
を
、
人
間
の
悲
し
さ
を
、
見
せ
き
る
の
で
あ
っ

た
。
イ
ヴ
ォ
ン
に
扮
し
た
俳
優
を
は
じ
め
す
べ
て
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
ぬ
俳
優
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
か
え
っ
て
、
ド
ラ
マ
だ

と
か
劇
映
画
だ
と
か
と
い
っ
た
映
画
か
ら
の
外
の
空
気
が
は
い
っ

》

て
こ
な
い
こ
と
で
真
実
と
い
う
か
実
感
と
い
う
か
、
見
つ
い
て
い

る
こ
の
映
画
の
中
か
ら
吸
い
こ
む
〃
人
間
悲
劇
″
が
ま
つ
す
ぐ
に

見
る
人
に
し
み
こ
む
こ
と
に
な
る
。

イヴオンに面会に来たエリーズ

；
瞳

霧 罰

蕊

§145
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瀧
一
！
…
熱

し
。
室
内
の
絵
も
季
節
ご
と
に

と
り
か
え
、
移
り
ゆ
く
季
節
感

を
演
出
し
て
い
く
。
落
ち
着
い

て
く
つ
ろ
げ
る
お
店
だ
。

い
で
す
ね
。
」
と
山
本
店
長
。

黒
と
淡
い
パ
ー
プ
ル
で
統
一

さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
店
内
で
照

明
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
オ
シ
ャ

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

し
め
る
。

画
サ
ロ
ン
ド
ゥ
マ
ス
ヤ
芦
屋
店

宙
０
７
９
７
（
犯
）
２
５
５
２

ど
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が
関
連
し
た

カ
ン
で
○
刀
『
、
Ｏ
で
、
三

ど
の
ア
ダ
ル
ト
で
シ
ャ
レ
た
品

れ
、
何
げ
な
く
着
れ
て
気
取
り

屋
ミ
セ
ス
に
明
る
く
透
明
感
の

党
の
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
。
マ
ダ
ム

９

デ
ザ
イ
ン
の
ア
ク
セ
サ
リ
－
な

富
で
、
洋
服
の
ボ
タ
ン
と
同
じ

ジ
ョ
コ
ン
ダ
や
ジ
オ
ン
商
事
な

が
な
く
オ
シ
ャ
レ
な
遊
び
着
感

あ
る
色
使
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

揃
え
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
も
豊

魚
シンフP ルさが上品

１
１４６
１

フ
ォ
ー
マ
ル
か
ら
少
し
は
ず

■
季
節
茶
屋
菊
水

言
０
７
８
１
３
３
１
１
６
２
５
１

ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽

い
る
。

☆
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ

芦
屋
ラ
ボ
ル
テ
店
オ
ー
プ
ン

Ｔ
Ｏ
Ｙ
＆
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｙ
Ｇ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｓ
の
店
、
カ
メ
ヤ
が
、
ｎ

月
１
日
、
芦
屋
ラ
ポ
ル
テ
本
館

の
１
Ｆ
に
新
店
舗
を
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ミ
コ
ン
、
テ
レ
ピ
ゲ
ー

ム
が
大
流
行
だ
が
、
カ
メ
ヤ
で

は
カ
ナ
デ
ぞ
ア
ン
ウ
ッ
デ
ィ
の

木
の
お
も
ち
ゃ
、
実
物
大
の
各

鱗
夢いっぱいカメヤラポルテ店

種
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
じ
か
に

触
れ
て
遊
べ
る
、
考
え
な
が
ら

組
み
立
て
て
い
く
、
と
い
っ
た

暖
か
み
の
あ
る
、
育
児
玩
具
を

中
心
に
、
品
揃
え
。
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

■
カ
メ
ヤ
ラ
ポ
ル
テ
店

衝
０
７
９
７
（
羽
）
２
５
１
３

★
新
エ
レ
ガ
ン
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
提
案
、
装
苑
芦
屋
店
。

神
戸
エ
レ
ガ
ン
ス
を
追
求
し

つ
づ
け
て
き
た
装
苑
が
、
ラ
ポ

ル
テ
芦
屋
・
ホ
テ
ル
竹
園
２
Ｆ

に
４
店
舗
目
を
オ
ー
プ
ン
。鰯

神戸色が漂う店棚え

今
ま
で
正
統
派
の
お
酒
落
を

展
開
し
て
き
た
が
、
こ
の
ラ
ポ

ル
テ
店
で
は
昨
今
の
Ｃ
Ｄ
ブ
ラ

ン
ド
の
流
れ
を
少
し
取
り
入
れ

た
商
品
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

旬
一
キ
・
ト
リ
イ
ロ
画
ご
羅
囚
目
の

の
国
の
め
．
切
言
ョ
胃
ヨ
の
》
Ｆ
舟

ゴ
農
の
の
な
ど
エ
レ
ガ
ン
ス
の
流

れ
を
汲
ん
だ
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ

ア
の
各
ブ
ラ
ン
ド
は
い
ず
れ
も

神
戸
色
が
漂
う
も
の
ば
か
り
。

回
国
鉄
芦
屋
竹
園
ホ
テ
ル
２
Ｆ
衝
０
７

《
ｕ
〆
７
０
ｐ
《
〃
』
『
〃
』
Ｉ
Ｉ
ｎ
Ｕ
１
ｊ
ｎ
Ｕ
－
ｎ
Ｕ

元
ア
で
○
力
『
ｍ
○
で
ｍ
ｚ

○
℃
、
ｚ

★
季
節
茶
屋
菊
水

大
丸
地
下
に
オ
ー
プ
ン

伝
統
の
自
然
の
素
材
と
も
て

な
し
の
心
を
大
切
に
、
昔
な
が

ら
の
正
統
な
手
法
を
守
り
続
け

て
い
る
菊
水
総
本
店
が
大
丸
の

地
下
に
〃
季
節
茶
屋
菊
水
″
を

オ
ー
プ
ン
。
ミ
セ
ス
を
中
心
と

し
た
甘
党
に
人
気
上
昇
中
だ
。

〃
祭
司
の
味
を
楽
し
む
″
を

テ
ー
マ
に
し
た
菊
水
総
本
店
の

季
節
の
和
菓
子
を
中
心
に
、
和

三
盆
ぜ
ん
ざ
い
、
お
し
る
こ
、

み
つ
ま
め
、
元
旦
ぞ
う
に
（
白

み
そ
〉
二
日
ぞ
う
に
（
す
ま
し
）

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ｉ
と
な
っ
て
い

る
。
「
純
粋
な
！
物
の
味
を
本

格
的
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

★
ぬ
シ
毎
ｏ
ｚ
己
圃
旨
診
切
己
喝
シ

ラ
ポ
ル
テ
に
オ
ー
プ
ン

尤
町
の
老
舗
「
マ
ス
ヤ
」
が

皿
凡
１
日
、
芦
屋
ラ
ポ
ル
テ
２

Ｆ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
を
中
心
に
地

域
に
密
着
し
た
店
を
目
ざ
す
削

の
《
ぬ
シ
Ｆ
Ｏ
ｚ
ｐ
国
ご
診
、
ロ
ー

曙
診
こ
は
、
ビ
ビ
ッ
ド
な
神
戸

〃
ラ
‐
，
を
メ
イ
ン
に
展
開
。
芦

識
遊び蒲感覚がすてき. 〃
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『
◎
型
○
ｍ

●
「
造
本
・
装
頓
の
美
ｌ
須
川

誠
一
の
仕
事
」
如
月
躯
日
か
ら
幻

日
ま
で
、
丸
善
神
戸
元
町
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
か
れ
た
こ
の
展
覧
誠
会

は
、
須
川
一
さ
ん
の
〃
造
本
・
装

頓
の
技
術
″
を
紹
介
す
る
も
の

だ
。
雑
誌
や
文
庫
本
な
ど
の
、
手

軽
な
本
が
好
ま
れ
る
一
方
で
、
心

に
残
る
一
冊
を
大
切
に
残
し
た
い

と
願
う
愛
書
家
も
少
な
く
な
い
。

須
川
さ
ん
は
、
そ
ん
な
声
に
応
え
、

地
道
な
本
造
り
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
展
覧
会
は
、
明
治
中
期
に

創
業
し
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る

聖
書
の
製
本
も
手
が
け
た
と
い
う

祖
父
、
そ
し
て
、
そ
の
技
術
を
受

け
継
い
だ
父
へ
の
鎮
魂
で
も
あ
る

と
い
う
。
昨
年
〃
製
本
技
術
優
秀

蕊鍵欝鍵

１
１４７
１

P E O P L E 〈５１＞

賞
″
を
受
賞
し
、
伝
統
は
、
確
実

に
三
代
目
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
。●

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
仙
中
。
「
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
・
ハ
ワ

イ
８
日
間
の
旅
ご
招
待
セ
ー
ル
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス

ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
パ
ー
ク

カ
ー
ド
会
員
に
は
「
札
幌
雪
ま
つ

り
＆
ス
キ
ー
３
泊
４
日
の
旅
」
な

ど
な
ど
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
。
ま
た

ビ
ッ
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
神
戸

ク
ァ
ハ
ウ
ス
ご
招
待
入
泉
券
を
、

組
命
名
橡
）
に
。
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
・
電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
〒
卸
神
戸

市
中
央
区
三
宮
町
１
‐
９
１
１
１

池
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
諏
務
局

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
通
信
へ
。

霞蕊 鶴 諜鐙一一・言~ 三百１

灘

③家庭的な雰囲気のある店にしたい
大石マキさんく耀黍豊層西部＞
５年前まで専業主婦だった。北野坂店

でのアルバイトが縁で、今回はラポルテ
内の新店舗を任されることに。「最初、
働くことにいい顔をしなかった主人も、
今は料理をしてくれるほどになりまし
た｡ 娘や母の助けも得て､ 楽しくお仕事を
やって行きたいですね」と語る。“母”
のキャリアは、そのままファミリアに生
かされているようだ。

シ
カ
『

●
元
町
丸
善
で

石
阪
春
生
近
作
自
選
展

加
月
釦
日
か
ら
ｎ
月
４
日

ま
で
の
６
日
間
、
元
町
の
丸

善
で
石
阪
春
生
さ
ん
の
近
作

自
選
展
が
丸
善
の
元
町
開
業

帥
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て

催
さ
れ
た
。

測
年
か
ら
稲
年
の
間
に
描

か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
５
点
、
版

画
２
点
、
油
彩
９
点
の
計
蝿

点
が
展
示
さ
れ
、
テ
ー
マ
は

こ
れ
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
展
開

し
て
い
る
女
の
い
る
風
景
。

「
最
近
の
絵
の
方
が
気
に
入

っ
て
い
る
。
色
彩
も
ク
リ
ア

ー
だ
し
存
在
感
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
」
と
石
阪
さ
ん
。

〃
民
家
的
廃
嘘
噌
好
″
の

も
の
憂
げ
な
表
情
の
女
性
が

か
も
し
出
す
雰
囲
気
は
、
独

特
で
、
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
。

＠季節茶屋菊水より
御飲食券を
大丸Ｂ１Ｆにオープンした季
節茶屋菊水より御飲食券を２０名
様にプレゼントします。和三盆
ぜんざいやおしると、みつまめ
などﾛ ･ 党にとっておきのメニュ
ーです｡ お好みに応じてオーダ
ーできます。はんなりとした味
は絶品。ぜひご武味ください。

隷鐸！ ▼
応
募
方
法
①
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

畑
１
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
哩
月
加

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

●カメヤより
、雪だるまのクリスマス" を
ＴＯＹＳ& F A N C Y G O O D S の
カメヤより、新製品の、雪だる
まのクリスマス〃を５名橡にプ
レゼントします。かわいい雪だ
るまの人形がジングルベルのｌＨＩ
に合わせて動きます。クリスマ
スプレゼントにもピックリ。受
け取りは締薬篭まで。

ｉＩＩｋ
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大谷晃祇汁尾

な
ど
と
老
後
を
華
麗
に
生
き
て
、
死
に

甲
斐
の
手
前
を
楽
し
ん
だ
の
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
豊
か
な
新
隠
居
論
を
展
開

し
た
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

大
谷
そ
れ
は
素
晴
し
い
で
す
ね
。
先

生
自
身
は
ど
ん
な
生
き
方
が
お
好
き
な

の
で
す
か
。

小
室
ぽ
く
は
天
折
願
望
が
あ
り
ま
し

て
ね
（
笑
）
若
い
頃
か
ら
中
原
中
也
や

石
川
啄
木
、
芥
川
竜
之
介
、
太
宰
治
、

立
原
道
造
な
ど
、
若
く
し
て
死
ん
で
い

っ
た
人
々
が
非
常
に
好
き
で
す
ね
。

い
つ
挫
折
す
る
か
、
い
つ
死
ぬ
か
と

い
っ
た
人
生
の
極
限
を
生
き
て
い
る
。

梶
井
基
次
郎
に
し
て
も
純
粋
だ
か
ら

傷
つ
き
や
す
い
は
か
な
さ
を
持
っ
て
い

る
。
完
成
よ
り
も
未
完
成
、
成
熟
よ
り

も
未
熟
。
成
熟
に
向
い
た
く
な
い
。
破

滅
の
方
が
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
で
す
よ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ぼ
く
は
人
間
へ
の

関
心
が
異
常
に
高
く
て
、
い
い
人
わ
る

い
人
で
分
け
た
く
な
い
多
様
さ
が
好
き

で
す
か
ら
…
…
。

大
谷
先
生
が
長
田
の
住
人
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
も
人
間
の
多
様
さ
が
あ
る
か

ら
で
す
ね
（
笑
）
。

小
室
そ
う
、
長
田
に
は
人
間
の
生
活

の
冬
一
面
性
が
あ
る
。
〃
兵
庫
の
津
″
か

ら
発
展
し
た
兵
庫
界
隈
や
新
開
地
、
長

田
と
い
っ
た
地
域
に
は
神
戸
の
背
骨
が

あ
る
か
ら
、
新
開
地
が
よ
み
が
え
る
こ

と
が
神
戸
の
復
権
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

だ
か
ら
大
学
も
神
戸
か
ら
通
え
る
所

鐸
大
谷
小
室
豊
充
先
生
（
大
阪
府
立
大

雄
学
教
授
）
に
は
「
現
代
な
が
た
大
学
」

綱
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

燕
が
、
先
日
、
四
冊
目
の
専
門
書
「
社
会

峠
保
障
と
福
祉
施
設
の
展
望
」
を
上
梓
さ

ｌ晃
れ
ま
し
た
が
、
先
生
が
一
番
ア
ピ
ー
ル

谷
さ
れ
た
い
点
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ

大
い
ま
す
か
。

小
室
や
は
り
福
祉
で
す
が
、
特
に
人

間
の
生
活
の
問
題
、
生
き
方
学
、
ラ
ィ

フ
ス
タ
イ
ル
、
死
に
い
た
る
ま
で
の
問

題
、
死
後
の
問
題
。
生
き
方
よ
り
も
死

に
方
と
い
う
か
、
文
明
が
行
き
つ
く
と

こ
ろ
ま
で
行
き
つ
い
て
突
き
当
っ
て
い

る
人
間
の
心
の
問
題
提
起
で
す
ね
。

昔
の
人
は
四
十
、
五
十
は
死
に
甲
斐

盛
り
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
〃
隠

居
″
し
て
い
た
訳
で
す
が
、
井
原
西
鶴

な
ん
て
人
は
、
隠
居
の
楽
し
み
は
「
初

が
つ
お
を
さ
ん
ざ
ん
喰
ら
う
楽
し
み
」

１
１４８
１

全
葬
連
認
定
葬
祭
署
門
詐
資
洛
承
潟
著

漉
式
会
訟
天
谷
稔
風
狂

器
奪
総
猿
天
谷
晃
世

全
圃
葬
祭
事
業
協
同
組
合

神
戸
葬
祭
事
業
協
同
組
合
理
事

神
戸
市
規
格
葬
儀
取
扱
指
定
店
理
事

本
社
／
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
１
１
皿
１
浬

貧
０
７
８
１
６
２
１
１
０
０
８
９

鈴
蘭
台
支
店
／
茸
０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５

宰響充教授

と
い
う
の
で
、
他
か
ら
お
誘
い
を
受
け

て
も
全
部
お
こ
と
わ
り
し
て
い
る
と
い

う
神
戸
大
好
き
人
間
で
す
。

だ
か
ら
、
学
問
の
ベ
ー
ス
と
し
て
は

法
律
や
福
祉
を
大
阪
府
立
大
学
で
や
っ

て
い
ま
す
が
、
生
活
に
関
す
る
こ
と
は

神
戸
的
な
ん
で
す
。

大
谷
お
葬
儀
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
お

考
え
で
す
か
。

小
室
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
の
問
で

も
出
て
来
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

死
後
の
世
界
か
ら
自
分
を
照
ら
し
て
見

て
、
生
き
て
い
る
の
は
プ
ロ
セ
ス
だ
と

い
う
よ
う
な
発
想
が
中
心
に
な
る
で
し

ょ
う
ね
。

デ
カ
ル
ト
流
の
、
人
間
は
生
成
発
展

消
滅
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
死
後
の

設
計
ま
で
考
え
て
行
く
時
代
な
の
で
す

よ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
卒
業
式
を
コ
メ

ン
ス
メ
ン
ト
（
８
日
ロ
８
日
の
具
）
と
い

っ
て
、
次
へ
の
出
発
の
儀
式
な
ん
で

す
。
日
本
で
は
〃
業
″
を
終
え
る
意
味

な
の
で
す
け
れ
ど
…
。
だ
か
ら
お
葬
儀

も
〃
死
後
の
世
界
″
へ
の
出
発
の
儀
式

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ア
ン
ゴ
ラ
や
モ
ヘ
ア
な
ど
超
高

級
素
材
を
使
っ
た
セ
ー
タ
ー
類

が
ズ
ラ
リ
。
い
ず
れ
も
こ
こ
で

し
か
買
え
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ

★
７
周
年
へ
向
け
て
快
調
の

ウ
エ
ー
ブ
、
店
舗
も
３
つ
に

サ
テ
ン
ド
ー
ル
を
振
り
出
し

に
独
立
し
、
ウ
エ
ー
ブ
を
オ
ー

プ
ン
し
た
井
上
豊
氏
が
６
周
年

の
パ
ー
テ
ィ
を
加
月
蛸
日
、
デ

ィ
ス
コ
・
ヴ
ィ
ン
ク
で
催
し
た
。

ウ
エ
ー
ブ
を
皮
切
り
に
Ｂ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ａ
Ｙ
、
炭
火
串
焼
の
イ
ブ

と
順
調
に
３
店
舗
に
増
え
、
脂

が
乗
っ
て
い
る
井
上
氏
。
『
お
客

さ
ま
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
楽
し

い
企
画
を
盛
り
沢
山
に
組
み
ま

し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
売
り

上
げ
は
厚
生
事
業
団
へ
寄
付
し

ま
す
。
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
飲
ん

で
食
べ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
楽
し
ん
で
最
高
の
一
日

に
し
た
い
」
と
川
名
の
お
客
さ

ま
に
挨
拶
。
ス
タ
ッ
フ
も
悪
の

り
気
味
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
。

隼

鰯
ｌＷ

び
っ

闇
“
皿
鶏
咽
細
巽

霞、；
瀞

､患§潔電響鶏卿

挨拶する井上さん（中央）

■
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
第
２
北
上
地
下

街
３
９
２
１
３
１
６
６

☆
〃
多
国
籍
″
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ッ
プ
誕
生

「
面
白
サ
ン
デ
ー
」
や
「
エ
ン

ド
レ
ス
ナ
イ
ト
」
で
紹
介
さ
れ

て
か
ら
す
っ
か
り
お
な
じ
み
、

冬
一
国
籍
料
理
の
「
ニ
ュ
ー
ト
ン

サ
ー
カ
ス
」
に
、
こ
の
度
ラ
ー

ッ
ト
ブ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ズ
』
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
池
田
和
彦
さ
ん

は
、
も
と
も
と
ニ
ッ
ト
ブ
ラ
ン

ド
の
主
催
者
で
、
そ
の
直
営
店

が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う
わ
け

お
し
ゃ
れ
な
店
内
に
は
、
イ

タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
直
輸
入
の

チーフの河野整さん

灘

一
多
国
籍
料
理
も
伸
縮
自
在
の

ニ
ッ
ト
も
〃
自
由
″
の
象
徴
」

と
い
う
池
田
さ
ん
。
衣
食
同
根

の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
だ
。

国
中
央
区
北
長
狭
通
３
１
Ⅱ
’
㈹

宙
３
３
２
１
６
３
０
６

☆
忘
年
会
。
新
年
会
は

お
得
な
〃
花
心
″
へ

三
宮
で
有
名
な
阪
急
三
宮
駅

北
側
の
〃
あ
じ
び
る
〃
４
Ｆ
に
、

花
心
が
オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
近

く
た
っ
た
。
平
日
．
は
し
や
ぷ
し

誤鐸丙鈷

鼎
湧
鱒
欝
聯
翻
鰯
鴻
録

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
。

二
階
に
は
旭
人
ま
で
の
座

敷
が
あ
り
宴
会
も
可
。
忘
年

会
・
新
年
会
の
予
約
を
受
付

中
だ
。
お
昼
の
定
食
も
１
０

０
０
円
か
ら
１
３
０
０
円
で

６
種
類
が
揃
っ
て
お
り
、
お

昼
ど
き
は
近
く
の
Ｏ
Ｌ
や
会

社
員
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

明るい雰囲気の外顕

や
ぷ
食
べ
放
題
で
１
９
８
０
円

と
２
４
８
０
円
の
コ
ー
ス
が
あ

っ
て
、
老
若
男
女
に
大
人
気
。

今
度
、
初
め
て
の
年
末
・
年

始
を
迎
え
、
特
選
鉄
板
焼
飲
み

放
題
４
２
０
０
円
、
和
牛
し
や

壊
し
や
ぶ
飲
み
食
べ
放
題
５
０

０
０
円
と
、
大
変
な
お
得
な
コ

ー
ス
を
設
定
。
さ
ら
に
、
６
時

迄
に
終
了
か
、
８
時
釦
分
以
降

に
始
ま
る
宴
会
な
ら
、
し
や
ぷ

し
や
ぶ
飲
み
食
べ
放
題
も
、
焼

し
や
ぷ
飲
み
食
べ
放
題
３
９
６

０
円
。
「
絶
対
お
得
で
す
よ
」

と
河
野
整
チ
ー
フ
は
語
る
。

回
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
４
１
２
あ
じ
び

る
４
Ｆ
震
３
３
２
‐
３
４
５
６
年
中
無
休

白木造りの落ち着いた店内

149 鱗
●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

鰻
料
理

青
柳
（
ぁ
お
や
ぎ
）

中
央
区
元
町
通
３
丁
目
Ⅲ
１
Ｍ

両
３
３
１
１
２
２
９
２

棚
Ａ
Ｍ
ｌ
９
Ｐ
Ｍ
日
祝
休

元
町
商
店
街
の
一
本
北
側

の
通
り
に
あ
る
青
柳
は
、
昭

和
羽
年
創
業
の
老
舗
。
鰻
料

理
を
中
心
に
、
季
節
の
も
の

を
使
っ
た
一
品
が
美
味
と
グ

ル
メ
た
ち
に
好
評
だ
。

鰻
は
、
関
西
風
直
焼
で
蒲

焼
き
上
が
２
０
０
０
円
、
中

が
１
７
０
０
円
と
お
値
段
も

手
頃
。
タ
レ
を
ぬ
ら
ず
に
さ

し
み
醤
油
で
食
べ
る
白
焼
も
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過
去
、
水
害
に
よ
り
命
を
失

っ
た
８
人
の
児
童
の
鎮
魂
の
意

味
も
込
め
、
同
校
創
立
布
周
年

記
念
事
業
と
し
て
建
立
さ
れ
た

碑
に
は
谷
崎
潤
一
郎
の
筆
に

な
る
「
細
雪
」
の
書
を
中
心
に

小
磯
良
平
画
伯
の
描
い
た
雪
の

結
晶
を
配
し
て
い
る
。

堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
碑

で
、
後
の
ち
に
も
地
元
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

☆
門
歳
、
淀
川
長
治
さ
ん
を

明
歳
中
井
一
夫
さ
ん
が
激
励

兵
庫
倶
楽
部
の
創
立
７
周
年

☆
拓
人
３
団
体
に
、
兵
庫
県

「
と
も
し
び
の
賞
」

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
文
化

の
向
上
に
尽
く
し
た
人
を
た
た

え
た
兵
庫
県
「
と
も
し
び
の
賞
」

の
受
賞
者
が
決
定
、
ｎ
月
５
日

県
公
館
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

雛
灘

磯
雑
蝋
》
鵬
州
》
卿

／
尾
内
重
信
八
写
真
Ｖ
／
黒
田
正
敏
八
芸

術
寸
花
Ｖ
／
梅
谷
光
信
八
郷
土
史
Ｖ
／
Ⅲ

中
一
郎
八
教
育
Ｖ
／
植
木
い
は
を
八
短
歌

・
作
詩
Ｖ
／
紙
谷
冨
士
子
八
築
曲
家
Ｖ
／

小
林
愛
知
八
淡
略
人
形
浄
珊
璃
Ｖ
／
明
石

婦
人
サ
ロ
ン
（
池
剛
智
恵
子
代
表
）
／
姫

路
城
薪
能
奉
賛
会
（
山
田
留
吉
会
長
）
／

西
紀
町
春
日
お
ど
り
保
存
会
（
楠
本
二
三

男
代
表
）
敬
称
略

☆
北
野
町
旧
ウ
ォ
ル
ヒ
ン
邸
が

香
り
の
家
「
オ
ラ
ン
ダ
館
」
に

北
野
町
二
丁
目
に
あ
る
異
人

館
旧
ウ
ォ
ル
ヒ
ン
邸
（
元
オ
ラ

ン
ダ
総
領
事
邸
）
が
、
十
二
月

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

☆
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
ゆ
か
り
の

地
に
、
文
学
碑
建
立

ｎ
月
妬
日
、
神
戸
市
東
灘
区

の
甲
南
学
園
甲
南
小
学
校
で
、

こ
の
地
に
ゆ
か
り
の
深
い
谷
崎

期
に
建
て
ら
れ
た
木
造
二
階
建

の
異
人
館
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大

林
組
と
三
井
物
産
が
再
現
に
当

り
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
よ

り
、
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
。

入
館
料
三
○
○
円
の
香
り
の

家
「
オ
ラ
ン
ダ
館
」
は
、
ポ
プ

リ
コ
ー
ナ
ー
や
ポ
プ
リ
ス
ク
ー

ル
、
香
り
の
占
い
、
香
り
の
ク
ラ

ブ
づ
く
り
や
、
オ
ラ
ン
ダ
の
歴

史
を
語
る
会
な
ど
香
り
と
オ
ラ

ン
ダ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。

★
巾
央
区
北
野
町
一
子
目
五
ノ
十
宮
恥

（
加
）
３
３
３
０
Ａ
Ｍ
ｍ
時
ｌ
Ｐ
Ｍ
６
時

（
冬
期
哩
月
１
２
月
は
Ｐ
Ｍ
５
時
閉
館
）

年
中
雌
休

十
四
日
香
り
の
家
「
オ
ラ
ン
ダ

館
」
（
Ｋ
Ｋ
大
和
商
事
／
黒
田

豊
社
長
）
と
し
て
公
開
異
人
館

の
仲
間
入
り
を
す
る
。

ド
イ
ツ
壁
と
呼
ば
れ
る
外
壁

ｉ
鴬

１
１５０
１

「
運
動
の
ご
案
内
』
を
作
成

「
蒔
か
ぬ
種
は
は
え
ぬ
」
で
が
ん
ば
ろ

う
本
述
動
で
は
、
今
ま
で
五
諏
類
の
啓

発
ビ
ラ
を
配
付
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
こ
の
ビ
ラ
を
ま
と
め
て
「
迎
動
の
ご

案
内
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
誕
生
日
あ
り
が
と
う
巡
動

と
は
に
始
ま
っ
て
、
古
切
手
収
集
と
啓

発
シ
リ
ー
ズ
①
通
勤
の
し
お
り
地
刊
号

の
購
読
、
②
浬
書
「
ち
え
お
く
れ
の
話
」

の
頒
布
、
③
図
書
「
ば
ん
ざ
い
〃
渚
き

こ
こ
ろ
“
」
の
頒
布
、
④
映
画
「
小
さ

な
強
、
大
き
な
輪
」
と
⑤
映
画
「
う
ん

頑
張
っ
て
る
」
と
⑤
パ
ネ
ル
「
ち
え
お

く
れ
と
わ
た
し
た
ち
」
の
雌
料
貸
出
し

⑦
啓
発
の
つ
ど
い
の
案
内
、
さ
ら
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ご
招
待
と
古
切
手

セ
ッ
ト
の
販
売
と
啓
発
シ
リ
ー
ズ
申
込

書
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
通
勤
の
ご
案
内
」
の
幹
長
は
、

①
通
勤
の
全
般
が
、
一
日
で
わ
か
り
、

連
動
の
説
明
が
し
や
す
い
。
②
「
当
地

辿
絡
先
』
の
菰
が
あ
り
、
全
国
各
地
で

配
り
や
す
い
。
③
写
其
や
カ
ッ
ト
と
カ

ラ
ー
印
刷
で
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

本
部
で
は
、
こ
の
新
し
い
「
運
動
の

ご
案
内
」
の
作
成
を
ひ
と
つ
の
契
機
と

し
て
、
運
動
の
精
神
を
各
地
で
ど
ん
ど

ん
広
げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
「
蒔

か
ぬ
種
は
は
え
ぬ
」
の
諺
ど
お
り
、
速

効
を
期
待
せ
ず
職
種
的
な
広
報
活
動
で

が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
本
逆
動
の
広
報
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
知

人
や
グ
ル
ー
プ
で
「
巡
助
の
ご
案
内
」

を
ど
ん
ど
ん
配
付
し
て
く
だ
さ
い
。

配
付
の
述
絡
は
左
記
へ

挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
一
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

電
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

完成予想南立面図

N 召煙ルモ付ル
和突壁ルやの
初 I まのタ、吹

モ
ル
タ

= ＝可Ｚ鋸一

記
念
特
別
講
演
会
が
、
ｎ
月
ｎ

日
、
国
際
会
館
４
階
小
ホ
ー
ル

で
行
な
わ
れ
た
。

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

猫
一
郎

の
生
誕

校門の所に設置
っ式の文記１００
たが除学念周
・あ幕碑の年講演で熱弁する淀川さん
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騨搬

兵
庫
倶
楽
部
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。過

去
の
数
々
の
作
品
の
中
か

ら
、
〃
春
（
椿
）
〃
〃
ロ
バ
と
老
人
″

〃
赤
い
マ
フ
ラ
ー
の
娘
″
等
、

合
計
加
点
の
作
品
が
選
ば
れ
、

展
示
さ
れ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
等
と

異
な
り
、
サ
ロ
ン
の
一
画
に
さ

り
げ
な
く
並
べ
ら
れ
た
作
品
部

は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の

中
で
、
新
た
な
印
象
を
訪
れ
た

人
々
に
与
え
る
。

ゲ
ス
ト
に
、
映
画
評
論
家
の

淀
川
長
治
さ
ん
を
迎
え
、
「
い

い
映
画
を
観
た
と
き
は
、
機
嫌

も
い
い
し
、
人
に
や
さ
し
く
な

れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
元
気

が
で
る
」
と
。
映
画
の
話
、
幼

少
の
頃
の
話
、
最
近
感
動
し
た

話
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
と
り
ま

ぜ
、
１
時
間
半
以
上
の
熱
弁
で

観
客
を
酔
わ
せ
た
。
最
後
は
、

師
歳
の
元
気
な
中
井
一
夫
元
神

戸
市
長
と
固
い
握
手
を
交
わ

し
、
淀
川
さ
ん
も
び
っ
く
り
。

☆
中
西
勝
の
自
選
展

本
誌
「
セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
」

で
お
な
じ
み
の
、
中
西
勝
二
紀

会
兵
庫
県
支
部
長
の
自
選
展
が

恒花洋子さん
ら各た行
２地全 ･ わ
回か国れ

i》鍵《鍵謬：鱗
轄
灘

う
の
は

過去、作品を多数展示

４１余ま日よ日１１

臆閏跳Ｚ§

陶
芸

り
・
木
工

一
ら巷

・
漆
芸

鋤
・
染
織

毒
の
作
家

唖
た
ち
だ

や
け
で
行

鵬

ス
ト
と
の
出
合
い
も
あ
り
、
重

箱
、
盛
器
、
菓
子
盆
、
杓
子
な

ど
の
生
活
小
物
ま
で
、
五
十
点

近
く
が
並
び
、
本
人
も
驚
く
程

の
盛
況
ぶ
り
。
ハ
イ
テ
ッ
ク
な

時
代
に
、
木
工
品
の
素
朴
な
ナ

ッ
カ
シ
さ
が
心
に
泥
み
入
る
作

品
展
で
あ
っ
た
。

☆
暮
ら
し
の
中
の
民
芸
品
が

さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
に
集
う

兵
庫
県
民
芸
協
会
に
所
属
す

「
遊
び
の
精
神
の
中
で
の
芸

術
性
の
発
見
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
中
西
勝
さ
ん

は
語
っ
て
い
た
。

★
ナ
ッ
カ
シ
き
木
工
品
た
ち

「
使
っ
た
人
の
愛
撫
心
」
が

「
誠
実
美
」
を
湛
え
て
い
る
と

俳
人
の
永
田
耕
衣
氏
が
讃
美
す

る
木
工
家
の
笹
倉
徹
さ
ん
（
町

生
／
多
加
郡
加
美
町
在
）
の
第

二
回
個
展
が
、
十
月
一
一
十
九
日

か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
北
野
坂

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
た
。

樫
、
杉
、
タ
モ
、
栃
、
楢
、

神
代
タ
モ
、
屋
久
杉
な
ど
様
々

な
素
材
で
、
食
卓
、
座
卓
、
朝

鮮
棚
、
文
机
、
膳
卓
、
衝
立
な

ど
の
他
に
、
永
田
耕
衣
氏
の
色

紙
に
合
せ
た
額
縁
な
ど
ア
ー
チ笹倉徹さん（中央）

日
本
で
初
め
て
で
、
意
欲
十
分
。

「
生
活
の
中
に
息
づ
く
民
芸

品
を
、
若
い
人
た
ち
や
い
ろ
ん

な
人
に
見
て
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ハ
イ
カ
ラ
な
町
、
神
戸
に

こ
そ
民
芸
品
は
似
合
う
と
思
う

ん
で
す
」
と
染
織
の
白
石
弘
子

さ
ん
は
語
る
。

当
日
は
即
売
も
行
い
、
売
上

の
一
部
を
寄
附
す
る
予
定
。

「
く
ら
し
の
エ
芸
展
」

■
脳
他
兵
庫
県
民
芸
協
会

国
後
援
日
本
民
芸
協
会
・
神
戸
市
・
神

戸
新
聞
社

回
全
期
哩
月
４
日
（
木
）
１
９
日
（
火
）

回
会
場
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

☆
オ
ペ
ラ
界
の
期
待
の
新
星

第
弱
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
（
毎
日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主

催
）
の
本
選
会
が
如
月
ｎ
日

（
土
）
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で

の
予
選
を
経
て
選
ば
れ
た
男

声
、
女
声
各
４
人
、
計
８
人
が

）

旅
は
人
々
の
郷
愁
を
呼
び
起
こ
す
。

し
か
し
、
最
近
は
、
旅
先
へ
到
着
し
て

か
ら
が
旅
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
本
当
の
旅
は
移
動
す
る
時
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
車
で
あ
れ
、
列
車
で
あ

れ
、
窓
の
外
を
流
れ
る
風
景
が
、
よ
り

そ
の
旅
を
想
い
出
深
い
も
の
に
す
る
。

著
者
は
、
国
鉄
全
線
を
乗
り
あ
る
き
、

何
故
、
国
鉄
が
民
営
化
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
か
、
ま
で
言
及
し
、
列
車
の
旅

の
良
さ
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。

Ａ
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
千
加
円
Ｖ

る
皿
人
の
作
家
・
工
人
に
よ
る

展
示
会
が
旭
月
４
日
か
ら
、
さ

ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

大
門
充

現
代
に
お
い
て

人
々
が
都
市
に
集
中
す
る
た
め
に
、
故

郷
の
存
在
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
富
田
砕
花

先
生
の
「
ふ
る
さ
と
は
近
く
に
あ
り
て

も
想
う
べ
き
も
の
」
の
言
葉
通
り
、
そ

こ
に
住
み
、
そ
こ
に
生
き
て
い
る
限
り
、

故
郷
は
あ
る
。
東
灘
と
い
う
土
地
に
限

定
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
に

住
む
人
に
も
「
ふ
る
さ
と
」
の
香
り
を

蘇
さ
せ
石
労
作
で
あ
る
。

八
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団
・
神
戸
市

立
東
灘
文
化
セ
ン
タ
ー
千
伽
円
Ｖ

『
文
学
の
お
も
か

げ
東
灘
』

宮
崎
修
二
朗
編

大
門
充
こ
と
小

島
抑
正
神
大
名
誉
敬
授
が
軽
妙
酒
脱
に

派
を
下
ろ
し
た
女
ア
ラ
カ
ル
ト
。
神
戸

新
聞
と
月
刊
オ
ー
ル
関
西
掲
戦
分
を
一

冊
に
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
薪
者
の
加

年
に
わ
た
る
女
性
へ
の
綱
菩
が
傾
け
ら

れ
た
恰
好
の
著
。
一
読
再
読
、
一
一
ヤ
リ

ー
ー
ャ
リ
と
楽
し
あ
る
。
ま
た
随
所
に
散

り
ば
め
ら
れ
た
納
健
氏
の
カ
ッ
ト
が
、

こ
れ
ま
た
実
に
シ
ャ
レ
て
い
る
。

八
冬
脇
房
１
０
０
０
円
Ｖ

磯
蕪
醤

職驚

》
典
※
鍾
鋳
鉾
鋸
葬
錘
癖
乗
り

あ
る
記
』

‐
蝉

上
川
庄
一
一
郎

篭
鍛

１
１５１
１
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≦庭、

１
５２
１

属
＠
国
園
田
。
、
弓

★
坂
井
時
忠
知
事
は
十
一
月
二
十
三
日

を
持
っ
て
十
六
年
に
わ
た
っ
た
兵
庫
県

知
事
を
退
任
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
勲
一
等

瑞
宝
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
活
躍
と
ご
苦
労
を
「
感
謝
す
る
集

い
」
発
起
人
代
表
（
石
野
信
一
氏
）
が
、

十
二
月
四
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

借
楽
の
間
で
肌
催
さ
れ
ま
す
。

★
元
神
戸
市
長
で
現
在
も
弁
謹
士
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
中
井
一
夫
氏
が
勲
一
等

瑞
宝
章
を
受
章
。
十
一
月
二
十
七
日
に

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
で

叙
勲
を
祝
う
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
故
成
瀬
香
桜
の
一
周
忌
追
善
花
展
が

十
一
月
二
十
九
・
三
十
日
に
、
全
似
会

館
五
階
の
兵
庫
県
陶
芸
館
で
開
催
さ
れ

た
。☆

パ
リ
で
チ
ェ
ロ
の
研
究
と
教
授
に
専

念
し
て
い
た
チ
ェ
リ
ス
ト
の
狩
谷
千
秋

さ
ん
が
帰
国
。
新
住
所
は
〒
噸
‐
唾
三

側
市
藍
本
２
３
１
７
ノ
釦
茸
０
７
９
５

６
（
８
）
０
１
９
４

☆
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
の
た
強
に
布

で
作
っ
た
手
で
さ
わ
る
絵
本
や
遊
具
を

と
「
兵
庫
さ
わ
る
絵
本
連
絡
協
議
会
神

戸
支
部
」
（
田
中
君
代
会
長
）
が
、
十

一
月
十
二
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
興
味

の
あ
る
方
は
辿
絡
先
／
中
谷
ひ
ろ
み
、

（
油
）
２
７
０
４

★
匠
の
心
が
息
づ
く
Ｋ
Ｋ
イ
ズ
ム
（
小

田
倶
義
社
長
）
の
新
社
屋
が
十
一
月
二

十
一
口
に
完
成
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
。
〒

師
神
戸
市
中
央
区
布
引
町
一
丁
目
一
番

地
卜
号
営
、
（
亜
）
３
６
４
１
㈹

☆
株
式
会
社
ア
バ
ン
の
代
表
取
締
役
石

原
晃
氏
が
退
任
。
後
任
に
は
小
林
新
吉

氏
が
新
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
〒

剛
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
３

番
５
号

☆
邦
舞
の
西
川
涛
之
助
師
が
移
転
。

〒
鞭
大
阪
市
南
区
日
本
橋
一
丁
目
十
ノ

十
二
シ
ャ
ン
ク
レ
ー
ル
日
本
橘
仙
舌
妬

（
叩
）
１
４
６
１

☆
西
村
功
而
伯
の
ご
母
堂
直
さ
ん
が
鯛

歳
で
十
月
二
十
六
日
に
亡
く
な
ら
れ
二

十
八
日
に
咽
子
原
の
自
宅
で
ご
葬
儀
が

と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
柵
お
祈
り

致
し
ま
す
。

☆
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
俳
本
社
の
西
田
俊
一

出
場
。
今
回
、
唯
一
、
関
西
か

ら
勝
ち
抜
い
て
き
た
恒
花
洋
子

さ
ん
は
、
惜
し
く
も
優
勝
は
逃

し
た
も
の
の
、
入
選
。

「
現
在
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
中
の
方
な
ど
、
実
力
者
と
競

い
あ
え
た
の
は
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
今
度
出
場
す
る
時

は
入
賞
し
た
い
で
す
ね
。
」
と
恒

花
洋
子
さ
ん
は
語
っ
た
。
今
後

の
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

☆
夢
を
乗
せ
て
…
…
文
明
開
化

期
の
汽
車
の
錦
絵
展

今
年
の
７
月
、
国
鉄
全
線
を

乗
り
尽
く
し
た
上
川
庄
二
郎
さ

ん
が
、
機
関
車
の
錦
絵
の
展
覧

会
を
開
い
た
。
加
月
溺
日
か
ら

ｎ
月
９
日
ま
で
、
三
宮
サ
ン
バ

「
何
も
な
か
っ
た
神
戸
」

「
な
ん
か
知
ら
ん
が
今
年

も
い
よ
い
よ
終
り
や
な
ァ
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
始
め
、

一
町
で
早
く
も
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
さ
え
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

一
今
年
の
神
戸
の
ビ
ッ
グ
な

一
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
「
明
石

一
海
峡
大
橋
」
の
建
設
が
決
定

一
‐
‐
‐
’
‐
‐
！
‐
１
１
…
：
‐
‐
‐
‘
’
‐
‐
‐
’
１
，
‐
‐
‐
‐
‐
１
１

花 時計

か
ん
学
へ
む
さ
し
氏
の
一
笑
い
宇

宙
の
旅
芸
人
一
（
徳
間
書
店
）
が

受
賞
、
賞
金
皿
万
円
を
獲
得
。

か
ん
額
へ
氏
は
昭
和
調
年
金
沢

会
学
部
卒
業
後
、
広
告
代
理
店

鍵
篭
呼

／

扇
雲
蕊
蕊
窯
譲

識
識
鍵
嶺

「
汽
車
に
は
人
間
臭
さ
が
あ
り
な
お
、
贈
呈
式
は
勉
月
４
日

ま
す
。
鉄
道
に
は
、
い
つ
ま
で
午
後
６
時
、
東
京
丸
の
内
の
東

し
い
で
す
ね
」
と
、
国
鉄
民
営
化
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
、
シ
ニ
カ

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
れ
ぱ
な
に
も
起
き
な
い
し
起
一

て
街
が
賑
わ
う
と
い
う
こ
と
い
ま
や
都
市
は
イ
ベ
ン
ト
一

井
知
事
か
ら
貝
原
知
事
に
（
開
港
百
二
十
年
と
い
う
こ
と
－

ト
ン
タ
ッ
チ
と
い
う
交
替
劇
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
一

も
あ
っ
た
が
神
戸
の
賑
わ
い
企
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
一

と
は
無
関
係
で
あ
る
。
が
、
た
だ
行
政
ま
か
せ
で
は
一

「
円
高
不
況
」
と
い
わ
れ
あ
ま
り
い
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
一

な
が
ら
、
昭
和
六
十
一
年
は
ら
な
い
。
経
済
界
や
商
業
界
一

足
早
に
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
が
金
儲
け
に
走
る
の
は
当
然
一

神
戸
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
事
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
－

組
関
係
の
抗
争
な
ど
ご
め
ん
と
を
知
ら
ぬ
顔
で
は
困
る
。
一

ル
の
ジ
ュ
ン
ク
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
た
こ
の
展
覧
会
に

作品の前で（上川さん）
東かほが川は
京つど１０さ、
なてか年ん上
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ここがふえるう村の本部( 上) ちょっと手伝ってみたものの…

三
平
の

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
錨

〈
愚
綴
回
〉

神
戸
市
は
、
大
都
市
で
は
珍
し
い
「
農
業
公
園
」
な
る
も
の

を
、
持
っ
て
い
る
。
も
っ
と
農
業
に
関
心
を
、
と
い
う
趣
旨
だ
ろ

う
が
、
じ
っ
さ
い
、
市
域
の
ほ
と
ん
ど
は
、
山
間
部
と
農
村
地
帯

が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
，
農
業
公
園
の
人
気
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
ワ
イ
ン
城
」
の

お
か
げ
に
よ
る
も
の
で
、
訪
れ
る
市
民
の
関
心
は
、
ワ
イ
ン
と
ス

テ
ー
キ
の
消
費
に
あ
っ
て
も
、
「
農
園
」
と
か
「
生
産
」
に
は
な

い
だ
ろ
う
。

ま
し
て
や
、
そ
の
近
く
に
、
有
機
農
法
を
営
む
若
も
の
の
コ
ン

ブ
一
一
⑤
１

ミ
ュ
ー
ン
ー
『
ふ
え
る
う
村
塾
』
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
だ
れ
も

生
き
耐
え
て
、
息
絶
え
ず
…

根
づ
い
て
十
年
ｌ
『
ふ
え
る
う
村
塾
』

カ
メ
ラ
／
池
田
年
夫

１
１５４
１

想
い
起
し
な
ど
し
ま
い
。

「
西
神
開
発
」
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
せ
っ
か
く
伊
川
谷
に
根

づ
い
て
い
た
、
こ
の
農
業
生
産
法
人
は
、
「
立
ち
退
き
」
を
迫
ら

れ
て
、
や
む
な
く
、
小
野
市
の
山
中
に
引
っ
越
し
た
。
四
年
前
の

こ
と
だ
っ
た
。
農
業
公
園
が
そ
の
あ
と
に
で
き
た
の
は
、
皮
肉
で

あ
る
。
神
戸
市
は
、
そ
の
誇
り
と
も
な
る
べ
き
、
あ
る
意
味
で
ナ

ウ
い
（
？
）
は
ず
の
、
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
を
、
敢
え
て
捨
て
た
こ

と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
『
ふ
え
る
う
村
』
が
、
こ
の
十
一
月
で
、
創

設
十
周
年
を
迎
え
た
。
七
○
年
代
に
あ
ち
こ
ち
で
生
れ
た
ヨ
ン

ミ
ュ
ー
ン
」
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
挫
折
し
て
消
え
て
行
っ
た
な
か
で

は
、
き
わ
め
て
稀
れ
な
例
外
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
に
、
「
有
機
農
法
」
と
取
り
組
む
プ
ロ
農
家
は
、
ち
ら
ほ

ら
あ
っ
て
も
、
ズ
ブ
の
素
人
集
団
が
、
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
十

年
も
つ
づ
け
た
こ
れ
は
、
タ
イ
ヘ
ン
な
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と

も
関
西
で
は
、
こ
こ
だ
け
だ
ろ
う
。

大
い
に
感
嘆
し
、
且
つ
は
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
、
私
た
ち
取
材

班
は
、
小
野
市
は
脇
本
町
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

長
い
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
箕
谷
に
出
る
と
、
そ
こ
か
ら

は
も
う
、
す
っ
か
り
秋
の
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
た
山
間
を
走
る
、

県
道
五
○
号
線
で
あ
る
。
箱
谷
千
年
家
・
呑
吐
ダ
ム
を
右
に
や
り

小
関
一
一
一
平
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
｝
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過
ご
し
て
、
志
染
か
ら
三
木
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ヘ

と
右
折
・
北
上
す
る
と
、
三
木
と
吉
川
を
結
ぶ

中
間
点
・
桃
坂
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
、
ざ

っ
と
三
キ
ロ
西
北
に
入
っ
た
あ
た
り
に
、
目
指

す
『
ふ
え
る
う
村
』
は
あ
っ
た
。
三
宮
か
ら
ク

ル
マ
で
一
時
間
、
神
戸
電
鉄
・
上
の
丸
駅
、
小

野
駅
、
中
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
・
東
条
駅
を
結

ぶ
三
角
形
の
真
ん
中
あ
た
り
で
、
か
な
り
不
便

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
三
点
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
途
中
ま
で
は
バ
ス
を
乗
り
継
げ
る
が
、
あ

と
は
一
時
間
前
後
も
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
徒

歩
五
分
の
バ
ス
停
（
脇
坂
新
田
）
は
あ
っ
て

も
、
小
野
駅
前
か
ら
の
こ
の
路
線
は
、
一
日
に

三
便
し
か
な
い
。

み
ち

さ
て
、
そ
の
傘
ハ
ス
停
か
ら
東
に
ガ
タ
ガ
タ
路

を
入
っ
て
行
く
と
、
突
然
、
堂
点
た
る
三
階
建

て
の
ピ
ル
み
た
い
な
の
が
、
目
の
前
に
現
わ
れ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
宿
舎
で

あ
り
、
本
部
な
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
意
外
な

感
じ
が
し
た
が
、
一
種
の
下
駄
履
き
住
宅
で
、

階
下
は
農
具
・
工
具
の
物
置
き
に
な
っ
て
お
り
、

右
に
目
を
や
る
と
堂
々
た
る
畜
舎
が
い
く
つ
も

並
ん
で
い
る
の
で
す
ぐ
に
ナ
ッ
ト
ク
し
た
。

ト
リ
。
ブ
タ
・
ウ
シ
の
糞
尿
の
臭
い
に
包
ま

れ
た
、
泥
ん
こ
の
坂
道
を
少
し
行
く
と
、
稲
の

取
入
れ
に
励
ん
で
い
る
若
も
の
た
ち
の
姿
が
、

目
に
入
っ
た
。
馴
れ
な
い
手
つ
き
で
、
束
ね
た

は
さ

稲
を
稲
架
に
掛
け
て
い
る
。
あ
ま
恥
ソ
陽
当
師
ソ
が

よ
さ
そ
う
に
は
思
え
な
い
。
細
長
く
曲
り
く
ね

ら
ん

っ
た
帯
状
の
、
段
々
白
田
で
あ
る
。
閲
入
者
の
気

配
に
振
り
向
い
た
一
人
の
オ
ジ
サ
ン
が
、
作
業

の
手
を
休
め
て
、
「
よ
お
－
シ
」
と
挨
拶
し
て

く
れ
た
。

今日は稲刈りです。朝から稲を刈り、束ね、掛けていく、ただひたすら黙々と（左）ふえるう村の1 0 年が創り上げた顔です（華房良輔さん）

１
１５５
１
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本当に手作業だけ、昔懐しい農業です（上）
子連れの塾生もいて、みんなのまわりで遊びながら、時にはお手伝い（下）

か
わ
っ
た
連
中
だ
っ
た
。

今
、
初
期
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
『
ふ

え
る
う
村
』
は
生
き
耐
え
た
。
経
営
効
率
の
比
較
的
良
い
畜
産
に

ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
か
ら
だ
ろ
う
、
と
「
ボ
ス
」
は
振
り
返
る
。

そ
れ
に
、
朝
護
っ
た
野
菜
を
昼
前
に
届
け
る
と
い
う
新
鮮
さ
も
、

オ
ジ
サ
ン
は
、
今
ど
き
珍
ら
し
い
ラ
ク
ダ
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

部
厚
い
ウ
ー
ル
の
股
引
き
を
履
き
、
泥
ん
こ
の
ブ
ー
ツ
で
、
田
ん

ぽ
の
ぬ
か
る
み
を
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
。
素
早
い
身
の
こ
な
し
で

あ
る
。
腰
に
は
、
包
装
に
使
う
紙
紐
を
巻
き
つ
け
、
そ
こ
に
扶
ん

だ
ワ
ラ
で
、
稲
を
ク
ル
ク
ル
と
束
ね
る
。
馴
れ
た
手
つ
き
で
あ

る
。
括
っ
た
稲
束
が
幾
つ
か
溜
ま
る
と
、
肩
に
か
つ
ぎ
、
畔
道
ま

で
運
ん
で
は
、
ま
た
、
も
ど
る
。

そ
れ
が
、
通
称
「
ボ
ス
」
こ
と
、
『
ふ
え
る
う
村
塾
』
の
創
始

は
な
ふ
さ
り
ょ
う
す
け

者
・
華
房
良
輔
さ
ん
だ
っ
た
。
真
っ
黒
に
陽
焼
け
し
て
、
も
う
す

っ
か
り
、
「
百
姓
」
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
の
精
惇
さ

に
加
え
て
、
十
年
の
苦
闘
に
鍛
え
ら
れ
、
志
を
貫
い
て
き
た
者

の
、
風
格
と
威
厳
が
あ
る
。
不
健
康
な
夜
行
性
の
生
活
を
い
ま
だ

に
抜
け
出
せ
な
い
私
な
ど
、
な
ん
と
な
く
気
押
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
も
、
相
手
は
、
民
放
の
初
期
以
来
、
花
形
放
送
作
家
と
し

て
鳴
ら
し
た
、
プ
ロ
の
物
書
き
で
あ
り
、
今
は
、
大
地
に
根
を
お

ろ
し
た
、
遅
し
い
農
民
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ち
ら
は
、
泊

り
込
み
や
農
作
業
へ
の
参
加
も
せ
ず
に
、
お
こ
が
ま
し
く
も
「
ル

ポ
」
を
書
こ
う
な
ど
と
い
う
の
だ
か
ら
、
内
心
大
い
に
恥
ず
か
し

意
外
な
こ
と
に
、
彼
は

学
部
に
一
旦
は
入
っ
た
し

と
農
業
へ
の
夢
を
抱
き
、

う
。
七
○
年
代
の
農
薬
間

さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

教
え
る
と
い
う
よ
り
も
、

と
だ
っ
た
。
四
七
才
の
彼

く
、
後
悔
し
な
い
わ
け
に

が
、
華
房
さ
ん
は
、
あ

さ
っ
た
の
で
、
私
は
、
忙

あ
れ
こ
れ
と
愚
問
を
発
す

は
い
か
な
か
っ
た
。

た
た
か
く
気
さ
く
に
、
応
対
し
て
く
だ

し
く
立
ち
働
く
彼
を
邪
魔
し
な
が
ら
、

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

か
の
若
も
の
が
集
ま
っ
て
き
た
。

多
く
は
、
「
大
学
闘
争
」
に
か

も
と
も
と
植
物
や
動
物
が
好
き
で
、
農

、
マ
ス
コ
ミ
稼
業
の
あ
い
だ
も
、
ず
つ

ひ
そ
か
に
準
備
し
て
い
た
の
だ
、
と
言

題
や
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
運
動
に
も
、
刺
激

「
村
塾
」
と
つ
け
た
の
は
、
若
も
の
に

自
分
が
学
び
育
ち
た
い
と
思
っ
て
の
こ

が
旗
を
掲
げ
て
呼
び
掛
け
る
と
、
幾
人
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消
費
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
人
気
と
信
頼
を
集
め
る
に
あ
ず
か
っ

た
。も

っ
と
も
、
無
農
薬
野
菜
は
、
や
っ
ぱ
り
、
作
る
の
が
大
変
だ

し
、
虫
取
り
そ
の
他
の
労
力
の
割
に
は
、
儲
け
が
少
な
い
。
ト
マ

ト
が
病
気
で
全
滅
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、
天
敵
が
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
ま
で
の
三
１
ｍ
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
虫
害
に
悩
ま
さ
れ
る
。

で
、
実
際
に
は
、
野
菜
の
ウ
ェ
イ
ト
は
五
分
の
一
程
度
に
抑
え
て

あ
る
が
、
品
質
に
は
自
信
が
で
き
て
、
少
な
く
と
も
三
分
の
一

は
、
う
ま
く
で
き
た
と
確
信
を
持
っ
て
、
出
荷
で
き
る
ま
で
に
な

っ
た
。
苦
節
十
年
の
成
果
で
あ
る
。

今
で
は
西
は
姫
路
か
ら
東
は
宝
塚
・
尼
崎
ま
で
、
特
約
の
消
費

者
は
ざ
っ
と
三
百
世
帯
も
あ
り
、
野
菜
は
年
間
四
’
五
○
種
類
も

作
れ
る
し
、
畜
産
の
方
で
は
、
食
肉
加
工
業
の
資
格
も
取
り
、
立

派
な
冷
凍
庫
も
備
え
て
い
る
。

当
然
、

一
ふ
え
る

う
村
一
の

名
は
、
全

国
の
同
業

に
知
ら
れ

訪
ね
て
く

る
者
も
ふ

え
た
。
華

房
さ
ん
が

そ
の
気
に

な
れ
ば
、

壱
各
地
の
．

鋸
ン
ミ
ュ
ー

雲
ン
を
渡
り

村毒
歩
く
だ
け

霊
で
生
活
で

」
き
る
ほ
ど

霊
の
、
カ
オ

鐸
に
な
っ
た

そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
交
流
」
は
絶
対
に
必
要
だ
と
、
彼
は
言
う
。

競
争
心
を
駆
り
立
て
、
反
省
を
迫
り
、
技
術
向
上
へ
の
意
欲
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
か
ら
だ
。

だ
が
、
問
題
は
あ
る
ら
し
く
、
『
ふ
え
る
う
通
信
一
の
三
五
号

は
、
開
村
十
年
を
迎
え
て
の
反
省
点
を
、
十
項
目
も
挙
げ
て
い
る
。

１
、
「
共
同
体
」
の
内
実
（
自
主
性
・
労
務
管
理
・
私
有
財
産
）

２
、
指
導
的
立
場
に
在
る
者
の
姿
勢

３
、
障
害
者
に
対
す
る
姿
勢

４
、
労
働
意
欲
の
個
人
差
と
生
産
効
率

５
、
農
業
技
術
の
継
承
と
習
得

６
、
収
益
の
横
這
い
、
又
は
赤
字

７
、
後
継
者
の
不
在
と
永
住
意
志
の
乏
し
さ

８
、
男
女
関
係
と
性
的
モ
ラ
ル
の
不
安
定

９
、
反
原
発
そ
の
他
の
運
動
体
と
の
交
流

加
、
新
入
塾
生
の
受
け
入
れ
か
た

こ
れ
ら
か
ら
浮
か
び
上
る
最
大
の
問
題
は
、
や
っ
ぱ
り
、
「
集

団
生
活
」
の
む
ず
か
し
さ
ｌ
と
り
わ
け
、
塾
生
の
動
機
や
意
欲

の
ち
が
い
、
そ
し
て
、
数
少
な
く
な
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
と
、
一

部
の
気
ま
ぐ
れ
で
ル
ー
ズ
な
塾
生
た
ち
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、
あ
る

ら
し
い
。
十
人
食
べ
る
の
が
や
っ
と
や
の
に
、
十
七
人
も
居
て
、

し
か
も
、
ほ
ん
ま
に
農
業
が
好
き
や
言
う
奴
な
ん
か
、
ほ
と
ん
ど

お
ら
へ
ん
・
・
…
・
…
と
い
う
の
が
、
「
ボ
ス
」
の
嘆
き
で
あ
る
。

十
周
年
祭
り
の
前
夜
、
食
堂
兼
談
話
室
に
は
、
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
十

人
ば
か
り
、
集
ま
っ
て
き
て
、
賑
や
か
な
酒
盛
り
が
始
ま
っ
た
。

九
州
・
高
知
・
広
島
・
舞
鶴
そ
の
他
か
ら
、
か
つ
て
の
同
志
が
馳

け
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
、
一
升
ピ
ン
が
テ
ー
ブ
ル

に
林
立
し
、
梁
山
泊
風
の
酒
盛
り
が
始
ま
る
と
、
「
ボ
ス
」
は
、

に
わ
か
に
ハ
シ
ャ
ギ
出
し
た
。
近
頃
の
連
中
は
酒
も
飲
ま
ん
か
ら

な
、
焼
跡
闇
市
派
の
華
房
さ
ん
は
、
苦
笑
す
る
。

だ
が
、
蛮
カ
ラ
な
Ｏ
Ｂ
連
中
を
、
お
と
な
し
く
壁
際
で
眺
め
て

い
た
現
役
塾
生
だ
っ
て
、
そ
の
う
ち
達
し
く
育
つ
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
一
時
の
「
居
候
」
に
終
っ
て
去
る
と
し
て
も
、
一
ふ

え
る
う
一
体
験
は
、
彼
ら
の
心
深
く
に
、
一
粒
の
麦
と
し
て
残
る

に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

１
１５７
１
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